
厳しい環境条件下におけるサンゴ礁の保全・回復に向けた漁場造成技術実証事業

＜対策のポイント＞
漁場環境の保全の観点から、海象条件の厳しい海域において衰退したサンゴの効率的・効果的な保全・回復を図るため、高水温耐性サンゴを種苗生産

し、大規模な幼生の供給基地となるサンゴ産卵ファームの形成に向けた増殖技術の実証及びサンゴ育成基盤の開発を実施するとともに、沖ノ鳥島のサンゴ
生息状況等に関するモニタリング等を実施し、サンゴ礁の保全・回復に向けた漁場造成技術を確立する。
＜事業目標＞
〇 高温耐性サンゴによるサンゴ産卵ファーム形成面積 5.5～9.0 m2/年[令和13年度まで]

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．サンゴ産卵ファームの形成 74百万円
沖ノ鳥島等の遠隔離島や海象条件の厳しい海域において、

サンゴ幼生の大規模な供給基地となるサンゴ産卵ファームの
形成を目指し、高水温耐性サンゴを選抜育種し種苗生産を
行った幼生及び稚サンゴを効率的に着床させる増殖技術の実
証を実施します。
また、サンゴ産卵ファームの幼生供給機能を高め、高水温耐

性サンゴを効率的に移植するためのサンゴ育成基盤の開発を
行います。

２．沖ノ鳥島モニタリング及び増殖技術の普及 61百万円
沖ノ鳥島のサンゴ生息環境等に関するモニタリングを実施す

るとともに、衛星画像解析やAI自動判別、環境DNA等のモニ
タリング技術を活用し、沖ノ鳥島ハビタットマップを効率的かつ
高精度に作成します。
また、サンゴ礁の保全・再生に取り組む民間企業、大学等

研究機関と連携し、本事業で開発したサンゴ増殖技術の普
及及び実海域での実証による技術的知見をとりまとめます。

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
委託費

［お問い合わせ先］水産庁事業課（03-6744-2390）

令和８年度予算概算要求額 135百万円（前年度150百万円）
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